







































































































































導入 (遠隔授業システムを利用したチーム ･ティーチング､合同ケース ･メソッド授業等)
(4)教育実習の相互参観及び実習リフレクション方法の共同開発 ･実施
(5)現代的課題を含むケース教材及びPBL授業等の共同開発 ･実施



























上田女子泣沌大学長 .虐州大字現学長 (珊 居れ腹 巻官盗泉
上g]女手垣間例 児菰背学制長 ･1冨州大学載青学辞真 ほか常河手
膏 毒 一 会 :I-で三脚巧学l野寺悔義夫孝和
長野亮仮住宅祉辞代表r上田市ことも去窯題経基
一 -. L- . l j-. 遍遍遍1~
属長野小学校脚叫学校;虞也本地推隆…_I,.L
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5.取組代表者/ (所属部局 .職名.氏名)取組代表者 学 長 松田 幸子
取組担当者 取組担当者 幼児教育学科.准教授 小川 史
6.事務担当者 主担当(所属部局 .職名.氏名)












































⑦12-3月 ケー スメソッド及びpBLに関する先進的な取組の現地調査 (慶庭義塾大学､三重大学)
⑧12-3月 外国籍児童への支援に関する先進的な取組の現地調査 (東京外語大学)
⑨12-3月 両大学の教員による合同学習会の開催
⑳1月 卒業生の需要サイドを対象としたニー ズ調査のプレリサ チーの実施





























































































5.取組代表者/ (所属部局 .職名.氏名)取組代表者 学 長 小 池 明
取組担当者 取組担当者 幼児教育学科 .准教授 小 川 史
6.事務担当者 主担当(所属部局.職名.氏名)




















































⑧ 8月 卒業後112年目の現職保育者 ･教員を対象としたワー クショップの開催
⑨ 8-9月 地域の子育て支援の現場見学 ･参加
⑩ 10-2月 遠隔システムによる授業の相互乗人の実施および単位互換制度の試行
⑪ 11月 ケースメソッド等先進的教育方法に関する学習会の開催






































































































山 口 美 和 (教材 ･カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成21年11月7日









































1.視察者参加者氏名 山 口 美 和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
(◎文責者) ◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成21年 11月28日








































































1.視察者参加者氏名(◎文責 ) ◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成21年12月12日


























1二視察者参加者氏名(◎文責 ) 笹 井 弘 (FD.SD部会/上田女子短期大学)
山 口 美 和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
◎ 橋 本 一 雄 (戦略GP推進室/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成 22年 1月7日～8日




































1.視察者参加者氏名 徳井 厚子 (地域連携部会/信州大学)小川 史 教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)






























1.視察者参加者氏名 市 東 賢 二､佐 藤 厚､山 口 美 和､平 滞 節 子､佐藤 利佳子､
(◎文責者) ◎ 橋 本 一 雄
2.訪問年月日 平成22年2月26日

































1.視察者参加者氏名 山口 恒夫 (FD.SD部会/信州大学)◎村松 浩幸
(◎文責者) ◎安達 仁美 (教材 .カリキュラム開発部会/信州大学)
山口 美和 (教材 .カリキュラム開発部会/上田女子短期大学)
2.訪問年月日 平成22年3月3日～3月4日
3.訪問先 .学会名等 名古屋大学 .三重大学


















































































実施日時 :平成 22年2月 18日 午後 1時～3時半
会場 :上田女子短期大学 (信州大学は､テレビ会議システムを利用した遠隔参加)




②ビデオ上映 (｢大学授業のNG集｣)③学生の ｢理解力｣と ｢授業満足度｣を向上させるための ｢5つ
の条件｣を考えるグループワーク④発表会⑤質疑応容

































































































































































































































～活発な話し合いのために～ 十十 などを自分自身の体族を交えて自由に話す ギガ-,I:Si1i Llと:














































































































































































































































(主催 :上田市子育て家庭応援事業実行委員会､事務局 :上田市子育て .子育ち支援課)
1.会場 ひとまちげんき.健康プラザうえだ








●アー トバルーン.伝承遊び .お話ひろば (10:00-15:Op)
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わくわくファミリー フェスタアンケ-.ト結果≪一般来場者用≫
回収数 :27枚
【来場した子供の年齢分布 (回答者中)】 【イベント毎の参加者数 (回答者中･複数回答可)】
7人 7人 25人
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児









l f ー l l ー l l f_,-_三二転過
】 l l l l l l I
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拝弼帯済帝榊 韓彊単級 槻 拷聯 韓
I l l t L l
蔓責苦m -._;=-;_-
I ! l I ー
広場につい ルーンにつ タ一につい のコー ナー のコ-ナ-
臼とてもよい 17 14 1~2 5 3 2 1
E3よい 7 6 12 9 2 5 5
E3普通 3ー 3-. 3 1 0~ 1 2
EJあまりよくない 0 0-_0 0 0 1 0
E3よくない 0 0■ 0 0 0 0 0


















































































今日のファミリー エ 今日の会場について 短大生の パネルシア アートバ ,伝承遊び お話ひろぱ
スタ全体の 広場につ タ一につい ルーンにつ の3-+- のコー ナー
FTとてもよい 31 26 18 17 14 6 5-
日よい 15 12 18 9 7 ll 6
EI普通 0 2 1 0 1 0 2
■あまりよくない 0 0 0 0 0 1 1
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海外の幼児教育紹介-ノルウェーの幼稚園における教室環境の利用に学ぶ-名古屋大学大学院教育発達科学研究科教育科学専攻技術教育 領域伊藤 喬治 蚤 R～:, 義
2.h7伽.｡ ⑳ノルウェーの保育/幼児教育 21-hO.○ ⑳ノルウI-の幼稚園
.義務教育は6歳からであり.それ以前の保育/幼児教育は義務教育では ■ -
ない. .-E]預かり等.保育内容としてはいわゆるr幼保一元化施設)的.




2.MB票 か｡時臥 恩betc"'払拭のため ⑳幼稚園の保育者の資格 … TnO" ㊨子どもと保育者の比率
.3年間の高等教育を受け取得することができる'peda90giske .3歳までの子どもで､かつ一日あたり6時間以上を園で過ごす場合.7-















霊 ㌘r保和 枝十紳 '｣に近い紘 ⑳新しい教育方法の研究 1二諾 雷認 諾&{認 千変託 T字Li濫 読 諺 認 印 ⑳レツジ∃.工ミリア .アプローチ
目的 I ■ ■ ■
(Dより効果的で.よりよいものの斗入
②教育方法のマニュアル化_ベテランの軽抜だけによらない再現可能な方法の研究 .現在.ノルウェー や､同様の方法がスウェー デンにおいて広く普及日本における参考文献
■ - J_ヘンドリツク締着.石垣恵美子.玉置宮津監訳『レツジヨ.二三リア 保育実
※カリキュラム.保育計画に附して､これまで統一的な方法があるわけではなく.各保育者(教育学的リー ダー )の載Iに重ねられる場合が多い. 鼓入門朗t.大路書房､2000年.一レツジコ.エ三リアに関する歴史的.理論的な解脱と具体的な方法漁の両
伝統的fJ.-保育方法が宰相されづらい41進があった. .レツジ∃.二三リア市乳児保育所と幼児学校F子どもたちの100の吉葉』学
■ -
淵 の紳 方法(レツジヨ.エミリア.アブ叫 の中人- ㊨A.創作活動と展示① 霊 .:の写翻 し､て子ども+=ちの榊 作品を恥 えた妃糾 ⑳A.創作活動と展示②
揺.立鰍 二限らず.何らかの材料.道具を用いて何かを創作する活動.
.絵画→A4確度の紙が良い;≡窪 芸竺…芸書芸…tx7=とる 違 背I J紙細工 一■-'etc L !5i._I ;LhL.汁Wm 川 ⑳ 一子どもたちが他の子どもたちの作品を見ることで､それが｢ああなりたいJrあのように暮きたい,つくL)たい｣と子どもの発達を促進させる動機に71m川 .ー■壁 -J'- ㊨
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A,創作活動と展示③ B.ポートフォリオ(子どもの記録)の作成













■ - - - -大きな一部屋を時間ごとに目的をかえて使用する
岬け9:00-12:00はそれぞれの遊びのために.12:00-13:00は食堂として
､13:30-15二00は屯気を消して午睡霊として.など)
."."... 触 感 Ld ⑳1-3歳の部屋 ノルrjエー の幼稚園-.部屋ごとに目的を分ける.部屋の敦が足りない場合は仕切りや机.家具三.諸 宗 慧 La認 許 芸孟itti"at.1る○そしてそれぞれの部闇午睡套
｢




視光.捷父､哩光.触覚､味覚のうち.味覚を除くすべての慈覚をそれぞれの都度の目的に合わせ､そのデザインに取り入れる..親父;彩度の高い部屋.低い部屋､明るい部屋､薄暗い部屋､はっきり見える,ぼんやり見える､道断される､透けて見える､視覚を通して入ってくる情報とその利用.聴覚 音のせき､折かさ うるさ ､曙光を通して ってくる刺激の故紙.::'4,芸蒜 L;触- .冷たい 堅い- ⑳｢豊富な野外活軌 特徴その⑤ 麟 t J iTf .･,:8 ･I i') と一J.'l-:とこ 盛 L.- ㊨その他の写真②.部屋を区切るためには家具などが効果的に使用されている
｢外に行く機会を得るため頻繁に近所に遠足や散歩に行く｣




Lm -監 T ..警 5.7;.:.zI.■■亡:t 蒜_ 一 一嘘 A.
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2.霊 .警 肌 て､比較的掛 こ鰍 きる舶 ⑳物理的環境への着目という教育方法② 】.m a.L○ ⑳物理的環境への着目という教育方法③
.物理的佳境を意図的に扶桑することによって.子どもたちli保育者の .社会構成主義的側面.





-'韓害児教育 先ー達支援のため4)メソッドQ}効果的な使用. で使用されているもので､ノルウェー で世界で最初に発見されたメソッド､というわけではない
二 ,:,?学的理論側 臥 'J生改組 アフ汁 ダンス鵬 ⑳新しい教育方法の実現とそのためのアピール 2還 法 器 :itOTL空hfBiL?孟誓認 諾 島 既 望 雷鞄さいこに
■ ■ ■ー .Jam,Ase､MarM)研究発表から
.北欧的な実現への手法 r教師はすべて研究者であり.r子ども-教師-大学の研究者Jの関係が










講 師:伊 藤 喬 治 氏 (名古屋大学大学院教育発達科学研究科院生)
日 時 :平成22年7月21日 (水) 18:00-
(19:30 終了予定)
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(酬 慧 荒諾 梢代表 i
自己評価結果
~ ;I . 望巴 三 ｣ の粘
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町 鳴 瀬 rlLhil一･
信州大学SHINSHUUNIVERSITY
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亡 1-.rL-JIB＼ 事業の概事
借上師 L望-C ､義 . 監 雲 畠蒜 芸冨 義
琴 転 直 烹 D.S.の実施空 転 事項 堕 Ji静 絹
て = 重 器 垂 ~ ~~ー ~~ ~
I誌 文.40'詣 孟早豊;





青空冨芸警芸冨票差…芸完芸誌 誓 芸〒芸孟喜言霊 冨;志;≡.Lて.両大学が洲 して行う ｢乳幼朋 から小鞘 【
までの育ちを見通す地域人材の育成システム rイ割判モデルJの実現｣を自据すプログラムを申講し.平成21年度のプ I
ロクラムとして採択されました. h
E - _I _ ー ,竺 ー __ ｢ヂ T pl 〔:_= E m __ー_I -i _i:
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乳幼児Jqから小学校までの■ら空見3す 綿-EZI ‥軌m iiiBqiJりEB儲【!円筒 白
地 域 人 材 の育 成 システム ｢信 州 モ デ ル ｣の棚














































































































??? ???? ???? ???? ?
保育･教育人材育成で連携
上田女子短大と信大
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役職 氏 名 所属 (職階)
常任委員会実施本部長 小川 史 上田女子短期大学 .准教授
副本部長 中山裕一郎 信州大学教育学部 .教授
教材 .カリキユ ○山口美和 上田女子短期大学 .専任講師




天岩静子 同 .教授 _
安達仁美 同 .政教
藤田英樹 (平成21年度) 同 .准教授
大原明美 (平成22年度) 同 .助教















戦略GP連携コーディネータ 橋本一雄 上田女子短期大学 .助教高柳充利 信州大学教育学部 (GP)
戦略GP事務責任者 塚田穏敬 上田女子短期大学 .事務局課長兼備誠司 信州大学教育学部 学 係長























常任委員会実施本部長 小川 史 (上田女子短期大学)
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平成21年度文部科学省大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム選定事業
乳幼児期から小学校までの育ちを見通す
地域人材の育成システム ｢信州モデル｣の実現
中間報告幸
平成23年2月25日発行
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上田女子短期大学 GP推進室
〒386-1214
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長野県長野市西長野6のロ
TEL:026-238-4037
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地域人材の育成システム
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